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の評価どうする? 日本超音波医学会第 49 回関西地方学術集会. 2022 年 10

月 8 日; 大阪． 
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4） Yagi N, Yamano T, Matsubara Y, Tani R, Takahara M, Fujimoto T, 

Nakamura S, Takamatsu K, Ito N, Wakana N, Yanishi K, Nakanishi N, 

Yamano M, Zen K, Nakamura T, Shiraishi H, Matoba S. Vena contracta 

area of functional mitral regurgitation could be predictor for 
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6） 大塚明子，山野倫代，阪口直子，藤仲直美，溝部佑希，岡部裕美，加藤

ゆず子，松原勇樹，山野哲弘，川尻英長，夜久 均，的場聖明．慢性気

道感染症を背景とした卵円孔開存および一次性三尖弁逆流による Platypnea-

orthodeoxia 症候群の一例. 第 33 回日本心エコー図学会学術集会. 4 月 8-

10 日；米子． 

7）  溝部佑希, 山野哲弘, 阪口直子, 藤仲直美, 松本紗和子, 岡部裕美, 大塚

明子, 加藤ゆず子, 山野倫代, 全 完, 的場聖明. 重症僧帽弁逆流の精査中

に偶然特発性左房解離を認めた症例. 第 33 回日本心エコー図学会学術集会. 

4 月 8-10 日; 米子． 

8） 八木信一朗, 山野哲弘, 加藤ゆず子, 大塚明子, 岡部裕美, 松本紗和子, 溝

部祐希, 藤仲直美, 瑞慶覧友香, 松原勇樹, 谷遼太郎, 高原在良, 藤本智

貴, 中村 俊, 高松一明, 彌重匡輝, 伊藤之康, 山野倫代, 全 完, 的場聖

明. 左房電導収縮解離を伴う機能性僧帽弁逆流に対する経皮的僧帽弁形成
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術の血行動態・左房機能に与える影響．第 32 回日本心エコー図学会学術集

会. 第 33 回日本心エコー図学会学術集会. 4 月 8-10 日; 米子． 

9） 阪口直子, 山野倫代, 岡部裕美, 藤仲直美, 溝部佑希, 松本紗和子, 大塚

明子, 加藤ゆず子, 山野哲弘, 的場聖明. 全身性エリテマトーデス症例における

心臓弁膜所見と疾患活動性の検討. 第 33 回日本心エコー図学会学術集会. 4

月 8-10 日; 米子． 

10） 藤仲直美, 山野倫代, 中村 猛, 阪口直子, 溝部佑希, 岡部裕美, 松本紗和

子, 大塚明子, 加藤ゆず子, 瀧上雅雄, 山野哲弘, 的場聖明. 経皮的心房中

隔欠損閉鎖術後にデバイス再留置を行った一例. 第 33 回日本心エコー図学会

学術集会. 4 月 8-10 日; 米子． 

11） 江原秀慧, 山野哲弘, 瀧上雅雄, 松原勇樹,中西直彦, 山野倫代, 全 完, 

中村 猛, 的場聖明, 川尻英長, 沼田 智, 夜久 均. 心房中隔穿刺による左

心系同時圧測定が有用であった大動脈弁位機械弁機能不全かつ僧帽弁狭窄

の症例. 第 133 回日本循環器学会近畿地方会. 2022 年 6 月 18 日; Web 開

催． 
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全 完, 中村 猛, 白石裕一, 的場聖明, 川尻英長, 沼田 智, 夜久 均. 経
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過中に僧帽弁穿孔にまで至った大動脈二尖弁感染性心内膜炎の 1 例. 第 133

回日本循環器学会近畿地方会. 2022 年 6 月 18 日; Web 開催． 
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1） 山野哲弘. 心アミロイドーシス診療の進歩：早期診断のヒントと最近の話題から. 

第 133 回日本循環器学会近畿地方会アフタヌーンセミナー. 2022 年 6 月 18

日; Web 開催． 

2） 山野哲弘. MitraClip for Atrial MR. 第 10 回日本心エコー図学会 Structural 

Heart Disease 診療のための心エコー図研修会. 2022 年 6 月 26 日; Web 開

催． 
  
  

 


